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１．農機ランニングコスト

低減に向けて



標準化

〇業界団体の日本農業機械工業会において、

標準化を検討し、

・価格の低減

・ユーザのメーカ選択肢の拡大

分科会 目的

通信制御共通化分科会
JIS原案作成委員会準備会

トラクタと作業機間の通信制御規格の共通化

油脂技術分科会 トラクタメーカ共通で利用できる油脂の規格化



高耐久化

〇使用時間、稼働面積の多い担い手向け、

大型機械について、

・摩耗部品の高耐久化

・メンテナンスフリー

大型コンバイン
刈取部、脱穀部

摩耗部品にステンレス鋼を採用した高耐久設計

クローラ型トラクタ
大型コンバイン
走行部

無注油メンテナンスフリーのオイルバス方式を採用
耐久性、メンテナンス性を向上



２．機能を絞った安価なモデル

シンプル仕様機のラインナップ



シンプル仕様 標準仕様 価格差

○標準仕様、シンプル仕様の2ライン構成

トラクタ（大型）
70～100PS
（98PS、ｷｬﾋﾞﾝ）

ＴＪＶ３シリーズＴＪＸシリーズ

ＮＴ３シリーズ
トラクタ（中型）
25～60PS

（34PS、ｷｬﾋﾞﾝ)

ＮＴＡ３シリーズ

4,157（千円） 4,707（千円）

トラクタ（小型）
（15.8PS）

＜２ライン構成例＞

ＴＭ５シリーズ

コンバイン
（3条）

ＨＦＣシリーズ ＨＦＧシリーズ

8,620（千円）7,200（千円）

1,633（千円）1,220（千円）

4,582（千円）3,860（千円）

〔Z15XA1〕 〔TM165KXZA2VB〕

〔HFG325GZVDW〕〔HFC325GZKWC〕

〔TJX97WXH〕 〔TJV983ZLWXH〕

〔NT343FFUGCY〕 〔NTA343FFGQCY〕

１４２万円

（▲16％）

（▲12％）

５５万円

（▲25％）

約４１万円

（▲16％）

約７２万円

Ｚ１５



国内シンプルシリーズ 海外モデル

○国内シンプル仕様・海外モデルの

部品・シリーズ共有化

TJX

Z15

NP

JK18

MF4600
（北米）

TM3185
（欧州）

NP
（台湾）

JK18
（中国）

トラクタ（大型）
70～100PS

トラクタ（小型）
15.8PS

田植機

乗用管理機

＜共有化例＞

2013

2015

2014

2014



３．産・官連携の取組



可変施肥田植機 うね内部分施用機（トラクタ作業機）

○低コスト化に向けた高性能農機の共同開発

●土壌肥沃度、作土深をセンシング

リアルタイムで施肥量を自動制御
⇒慣行比２０％以上の減肥効果を確認

〔石川県農業総合研究センター殿
との共同研究〕

●肥料を定植位置近辺にのみ部分施用

⇒肥料施用量を30～50％削減可

〔中央農業総合研究センター殿
との共同研究〕

○安全性の確保
・安全鑑定の受検
・開発商品の安全性チェック確認



４．価格の見える化



〇現状

農業機械公正取引協議会作成の

「農業機械の表示に関する公正競争規約

及び同施行規則」に基づき

統一フォームでの

・主要諸元の比較

・価格の確認 の実施



○カタログの主要諸元

規約第４条施行規則第８条で定められた

統一フォームで記載



○価格の確認

・展示会等での提示

施行規則第11条で定める統一要領で提示

・メーカー希望小売価格

販売元に設置のメーカー希望小売価格表

で提示



５．担い手支援に向けた

当社の取組
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農業の変化

先端営農技術
研究・開発・実証・普及

大規模拠点
大型農機

野菜作機械拡充
転作支援

先端技術
スマート農機

営農提案
人材育成

農業女子PJ

成長産業へ

夢ある農業総合研究所



●先端営農技術の研究・開発・実証・普及

ｾﾐﾅｰ室

調査分析室
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○夢ある農業総合研究所の設立

・先進的栽培技術（畑作・野菜も）

・先端技術搭載農機
連携

研究機関、
大学、企業、
行政、ＪＡ関係

●人材育成

・栽培～経営までトータルで営農提案・支援活動

展示ルーム 実証圃場


